
北
米
シ
ア
ト
ル
市
に
お
い
て
、
ニ
〇
〇
〇
年
八
月
五
日(

土)

か
ら
 

八
月
十
二
曰(

土)

ま
で
、
東
西
宗
教
交
流
学
会
の
国
際
人
会
が
開
催

 

さ
れ
た
。
本
大
会
の
会
場
は
、
バ
シ
フ
ィ
ッ
ク
•
ル
タ
I
大
学
で
あ
つ
 

た
。
こ
の
大
学
は
、
森
の
中
の
大
学
と
言
い
た
い
よ
ぅ
な
緑
の
芝
生
や

 

樹
木
の
多
い
、
し
か
も
キ
ャ
ン
バ
ス
の
広
い
、
大
自
然
に
患
ま
れ
た
蜀
 

境
に
あ
る
大
学
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
の
約
一
遇
間
の
国
際
人
会
は
、
北
 

米
、
特
に
開
催
大
学
の
終
始
友
好
的
な
雰E

気
の
中
で
行
わ
れ
た
。

日
本
の
東
西
宗
教
交
流
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
人
会
に
お
 

い
て
と
同
様
に
、
討
論
グ
ル
ー
プ
が
派
遺
さ
れ
た
。
今
回
の
本
国
喋
大
 

会
の
テ
ー
マ
は
{仏
教

•
キ
リ
ス
ト
教
、
そ
し
て
全
世
界
の
癒
し」
で
 

あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
の
□
本
の
討
綸
グ
ル
ー
ブ
の
テ
ー
マ
は
、「

谌
 

性
、
S
然
そ
し
て
自
己」

で
あ
っ
た
。
曰
本
か
ら
の
討
論
グ
ル
ー
ブ
で
 

は
、
講
战
者
は
四
人
で
、
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
卜
は
«:
終
的
に
は
£
人
で
あ
つ
 

た
。
日
本
の
討
論
グ
ル
ー
プ
の
会
合
は
、
八
月
七
日
か
ら
四
闩
間
、
毎
 

日
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
ブ
a
グ
ラ
 

ム
は
、
搆
油
約
一
時
問
、

レ
ス
ポ
ン
ス
約
三
十
分
、
そ
の
後
約
一
時
間

の
質
疑
応
答
で
あ
っ
た
。

(

以
下
の
*
告
文
の
人
名
は

「

氏」

と
略
你
を
使 

ぅ
こ
と
を
お
許
し
頂
き
た
い。

)

第
一
曰
目
の
八
月
七
日(

月)

の
午
前
に
は
、
奥
W
1

郎
神
父
の
 

「

ぶ
性
の
遍
歴—

仏
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
I

」

の
講
演
が
あ
り
、
 

こ
れ
に
対
す
る
0

•

ミ
チ
ュ
ル
氏
の
レ
ス
ボ
ン
ス
が
な
さ
れ
た
。一

1

曰
 

目
の
八
月
八
曰
灭)

の
午
前
に
は
、
小
林
阒
照
氏
の「

仏
母
マ
ー
ャ
I 

夫
人
と
マ
リ
ア——

ニ
つ
の
聖
胎
に
係
わ
る
盡
性
と
自
然—

」

の
講
 

演
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
P

•

ス
ワ
ン
ソ
ン
氏
と

J

•
フ
レ
デ
リ
ッ

 

ク
ス
氏
の
レ
ス
ボ
ン
ス
が
な
さ
れ
た
。
三
ロ
目
の
八
月
九
日(

水)

の
 

午
前
に
は
、
花
岡
永
子
の「

重
性
の
問
題—

二
十

I

世
紀
に
向
け
て
 

J

の
講
油
が
あ

り

、

こ
れ
に
対
す
る
遊
佐
美
智
子
氏
の
レ
ス
ボ
ン
 

ス
が
な
さ
れ
た
。
日
本
の
討
：

i
l

グ
ル
ー
プ
の
最
後
の
開
催
曰
で
あ
っ
た
 

八
月
+
H 

(

ホ)

の
午
前
に
は
、
渡
辺
学
氏
の「

ユ
ン
グ
心
理
学
に
お
 

け
る
自
己
と
自
然」

の
講
演
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
村
木
詔
司
氏
の
 

レ
ス
ポ
ン
ス
が
な
さ
れ
た
。

い
ず
れ
の
講
演
や
レ
ス
ボ
ン
ス
に
も

活
発
 

な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
北
米
や
ド
ィ
ッ
や
そ
の
他
の
国
々
か
ら
の



参
加
者
か
ら
の
討
論
参
加
も
あ
り
、
今
後
の
こ
の
国
際
大
会
の
益
々
の
 

発
展
が
望
ま
れ
た
。
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
既
に
日
本
で
の
二
回
に
 

わ
た
る
東
西
宗
教
交
流
学
会
で
発
表
済
み
で
あ
る
の
で
、
こ
の
報
告
で
 

は
、
極
く
簡
単
に
そ
こ
で
の
印
象
の
み
を
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

第
一
日
目
の「
霊
性
の
遍
歴——

仏
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ——

」

 

で
は
、
奥
村
神
父
の
生
涯
の
ご
生
活
そ
の
も
の
が
、
正
に
霊
性
に
よ
る
 

も

の

と

思
わ
れ
る
と
い
う
、
北
米
の
参
加
者
か
ら
の
感
想
か
印
象
的
で

あ
っ
た
。
二
日
目
の「

仏
母
マー

ャ
ー
夫
人
と
マ
リ
ア
-

-

-
二
つ
の
聖

胎
に
係
わ
る
霊
性
と
自
然——

」
で
は
、
や
は
り
北
米
の
ヵ
ト
リ
ッ
ク
 

の
聖
職
者
か
ら
の
マー

ャー

夫
人
に
つ
い
て
の
大
き
な
関
心
に
基
づ
い

た
様
々
な
質
問
を
聞
き
、

マ—

-̂

-

-

-

-

-

-

U

マ
リ
ア
に
お
け
る
霊
性
と
自
然

の
問
題
の
興
味
深
さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
三
日
目
の「

霊
性
の
 

問
題——

二
十
一
世
紀
に
向
け
て——

」

で
は
、
や
は
り
北
米
の
力
卜
 

リ
ッ
ク
の
聖
職
者
か
ら
の
、
絶
対
無
と
は
何
か
と
様
々
な
方
向
か
ら
質

 

問

さ

れ

る
熱
心
さ

に

感
動
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
筆
者
の
 

心
か
ら
消
え
去
る
こ
と
の
な
い
今
回
の
討
論
グ
ル
I
プ
で
の
印
象
で
あ
 

る
。
四
日
目
の「

ユ
ン
グ
心
理
学
に
お
け
る
自
己
と
自
然」

に
は
、
北
 

米
の
東
海
岸
の
他
大
学
で
の
国
際
学
会
で
の
発
表
が
あ
っ
た
た
め
に
、 

筆
者
は
残
念
な
が
ら
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
帰
国
後
、
参
加
 

者
の
皆
様
か
ら
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
や
は
り
日
本
か
ら
の
参
 

加
者
以
外
の
方
々
か
ら
も
活
発
な
質
問
が
あ
っ
た

と

い

う

こ

と

で

あ
っ
 

た
。討

論
グ
ル
ー
プ
で
の
全
体
的
な
印
象
は
、
キ
リ
ス
卜
者
側
か
ら
の
参

加
者
や
質
問
が
多
く
、
仏
教
者
側
か
ら
の
参
加
や
質
問
が
そ
れ
程
活
発

 

に
は
見
ら
れ
な
い

こ

と

で
あ
っ
た
。
討
論
グ
ルー

プ
全
体
に
つ
い
て
の
 

感
想
は
、
各
宗
教
や
各
宗
派
を
越
え
て
の
、
全
世
界
的
な
規
模
で
の
救
 

い
や
癒
し
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
の
側
か
ら
の
働
き
か
け
が
、

も

う

少
し
活
発
に
な
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ

と

で
あ
っ
 

た
。
本
大
会
は
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
相
互
理
解
か
ら
ま
ず
始
ま
っ
 

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
は
、
双
方
の
相
互
理
解
か
ら
、
学
問
レ
 

ベ
ル
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
肉

(
s
a
r
x
)

と

魂

(
p
s
u
m
a
)

と
か
ら
 

な

る

「

身
体」

(
s
o
m
a
)

や
、
そ
の
姿
と
し
て
の
心
身
一
如
の「

心」

 

や
そ
の
働
き
と
し
て
の「

霊
性」

の
全
レ
ベ
ル
に
お
け
る
、
両
世
界
宗
 

教
か
ら
各
宗
教
間
や
宗
派
間
の
壁
を
越
え
た
、
全
人
類
の
救
済
や
心
の
一

 

癒
し
に
働
き
か
け
得
る
新
し
い
芽
生
え
が
大
い
に
望
ま
れ
る
の
で
は
な
89

 ヽ

/-I 

o

 

一

日
本
か
ら
の
討
論
グ
ル
I
プ
の
他
に
は
五
つ
の
討
論
グ
ルー

プ
が
あ
 

り
、
毎
日
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
午
前
中
の
討
論
グ
ル
I
プ
は
す
べ
て
 

同
じ
時
間
帯
に
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
、
相
互
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
 

自
ら
の
討
論
グ
ル
ー
プ
を
欠
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
講
演
者
 

や
司
会
者
に
は
他
の
討
論
グ
ル
I
プ
の
様
子
を
知
る
機
会
は
少
な
か
っ
 

た
。
全
体
の
六
つ
の
討
論
グ
ル
ー
プ
の
テ
I
マ
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
 

た
。
〇
社
会
的
.
環
境
的
暴
力
の
実
利
的
ア
ス
ペ
ク
ト
〇
内
面
的
対
 

as ——
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
瞑
想
〇
日
本
の
東
西
宗
教
交
流
学
会
 

——

霊
性
、
自
然
そ
し
て
自
己
〇
霊
性
と
地
球
憲
章
〇
仏
教
と
キ
 

リ
ス
ト
教
に
お
け
る
正
統
思
想
の
役
割
〇
一
一
〇
〇
〇
年
の
東
西
宗
教



交
流
学
会
の
討
論
グ
ル
ー
プ
の
対
話
の
纏
め
。
こ
れ
ら
六
つ
の
討
論
グ
 

ルー
プ
の
内
の
最
後
の
も
の
は
、
そ
の
テー

マ

の
示
し
て
い

る

よ

う

に
、
 

五
つ
の
討
論
グ
ル
ー
プ
全
体
の
纏
め
で
あ
り
、
大
会
委
員
長
の
ィ
ン
グ
 

ラ
ム
氏
に
よ
っ
て
、
最
後
の
十一

一
日
の
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
 

分
ま
で
の
ニ
時
間
行
わ
れ
た
。
こ
の
纏
め
の
ポ
ィ
ン
ト
は
、
以
下
の
五
 

点
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。

一
、
全
世
界
の
癒
し
と
は
何
か
。
二
、
全
世
 

界
の
癒
し
へ
の
貢
献
に
お
い
て
、
東
西
宗
教
交
流
学
会
は
現
在
ど
の
辺

 

に
位
置
し
て
い
る
の
か
。
三
、
何
が
な

さ

れ

て

お
り
、
ま
た
何
が
な
さ

 

れ
て
い
な
い
の
か
。
四
、
我
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
的
伝
統
と
教
団
の
 

一
個
人
的
参
加
者
と
し
て
、
ま
た
、

一
つ
の
東
西
宗
教
交
流
学
会
と
し
 

て
、
全
世
界
の
癒
し
に
対
す
る
障
害
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
 

れ
ぱ
よ
い
か
。
五
、
全
世
界
の
癒
し
の
為
の
働
き
に
お
け
る
本
学
会
の
 

将
来
的
役
割
を
、
本
学
会
は
ど
の
よ
う
に
先
取
り
す
へ
き
で
あ
る
か
。

本
学
会
の
次
の
国
際
会
議
で
あ
る
一
一0

0

四
年
に
は
、
こ
の
問
題
に
関
 

し
て
本
学
会
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
か
。

右
の
最
終
の
纏
め
に
は
、
他
の
学
会
に
出
て
い
た
た
め
に
筆
者
は
、
 

残
念
な
が
ら
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
右
に
述
べ
た
討
論
グ
ル
ー
プ
以
外
 

の
プ
ロ
グ
ラ

ム

に

も
簡
単
に
触
れ
て
お
く
と
、
毎
朝
七
時
三
十
分
か
ら
 

八
時
ま
で
の
三
十
分
間
の
、
ま
た
夕
方
に
は
五
時
三
十
分
か
ら
六
時
三
 

十
分
ま
で
の
一
時
間
の
、「

宗
教
的
行.

瞑
想
.

祈
り」

の
時
間
が
設
 

け
ら
れ
て
い
た
。
夜
は
、
八
月
五
日
か
ら
十
一
日

ま

で

毎
夜
八
時
か
ら
 

十
時
ま
で
、
大
ホ
I
ル
で
、
全
員
出
席
で
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
 

そ
の
際
に
は
、
尺
八
や
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
音
楽
の
演
奏
や
集
団

に
よ
る
祈
り
も
織
り
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
八
月
九
日
以
外
の
午
後
 

ニ
時
か
ら
五
時
ま
で
は
、r

午
後
の
。ハ
ネ
ル
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム」

と
 

「

午
後
の
個
人
発
表」

の
部
と
な
っ
て
い
た
。
勤
務
大
学
の
ご
都
合
で

 

残
念
な
が
ら
日
本
の
討
論
グ
ルー

プ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
に
は
間
に
合
わ
れ
 

な
か
っ
た
延
原
時
行
氏
は
、
こ
の
午
後
の
部
で
個
人
発
表
さ
れ
た
。
八
 

月
九
日
の
午
後
、
希
望
者
を
ニ
つ
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
大
型
バ
ス
に
 

よ
る
観
光(

一
方
や
山
登
り
で
、
他
方
は
名
所
旧
跡
巡
り〕

が
っ
た
。

残
り
の
紙
面
で
は
、
こ
の
学
会
に
つ
い
て
自
由
に
書
か
せ
て
頂
く
こ
 

と

に
し
た
い
。
著
者
は
、
八
月
四
日
に
会
場
の
パ
シ

フ
イ
ツ
ク

•

ル

タ

ー 

大
学
の
キ
ャ
ン
。ハ
ス
内
の
宿
泊
施
設
に
到
着
し
た
。
そ
の
日
の
夕
方
、

既
に
十
年
以
上
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

東
西
宗
教
交
流
学
会
で
同
じ
編
集

 

委
員
会
の
仕
事
を
し
て
い
た
関
係
で
顔
見
知
り
で
あ
っ
た
、
本

大

会

委
90 

員
長
の
P
 
.

o

.イ
ン
グ
ラ
ム
氏
に
、
大
学
の
校
庭
で
お
目
に
か
か
っ
一

 

た
。
早
速
、
翌
日
の
五
日
の
朝
七
時
に
イ
ン
グ
ラ
ム
氏
の
ご
夫
人
を
食

 

堂
で
ご
紹
介
下
さ
る
と

の

こ

と

で
、
翌
朝
は
珍
し
く
筆
者
は
早
起
き
を
 

し
た
。
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ム
夫
人
は
、
本
学
会
で
は
 

イ
ン
グ
ラ
ム
氏
の
助
手
と
し

て

受
付
の
お
仕
事
を
な
さ
る
と
伺
っ
た
。

そ
の
ニ
、
三
日
後
に
や
は
り
食
堂
で
ご
紹
介
頂
い
た
ご
令
息
も
、
本
大
 

会
の
お
手
伝
い
を
な
さ
っ
て
い
て
、
欧
州
と
は
相
違
し
た
民
主
的
な
雰

 

囲
気
に
、
大
変
暖
か
な
人
間
性
を
感
じ
た
。

大
会
委
員
長
の
お
話
に
よ
る
と
、
本
大
学
は
、

一
八
九
〇
年
に
ド
イ
 

ツ
と
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
半
島
諸
国
の
協
力
で
開
学
さ
れ
、
現
在
一
一
一
 

万
四
千
人
の
学
生
が
在
学
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。



本
大
会
で
は
、
か
つ
て
日
本
に
在
住
し
た
こ
と
の
あ
る
神
父
様
方
に

 

お
目
に
か
か
り
、
曰
米
の
文
化
に
つ
い
て
か
な
り
立
ち
入
っ
た
お
話
も

 

出
来
た
。
八
月
七
日
に
は
J
 

•ヵ
ブ
ご
夫
妻
様
も
来
ら
れ
、
大
会
は
一
 

段
と
賑
や
か
と
な
っ
た
。
筆
者
も
、
約
ニ
年
振
り
で
ご
夫
妻
に
お
目
に
 

か
か
り
、
暫

く

お
話
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
の
日
に
は
、
以
前
日
本
の
 

東
西
交
流
学
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
ら
れ
た
屋
宜
和
夫
氏
や
ア
ビ
卜
氏

 

ご
夫
妻
に
久
し
振
り
で
お
目
に
か
か
れ
た
。
八
日
に
は
、
ド
ィ
ッ
か
ら
 

M
牧
師
ご
夫
妻
も
参
加
さ
れ
、
久
し
振
り
に
ド
ィ
ッ
語
で
曰
米
独
の
文

 

化
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
宿
舍
で
は
、
リ
タ
•
グ
ロ
ス
 

氏
や
沢
山
の
女
性
の
参
加
者
の
方
々
と
も
対
話
が
で
き
た
。
ま
た
、
ニ
 

十
年
程
前
の
妙
心
寺
で
の
修
T T

時
代
に
ア
メ
リ
ヵ
か
ら
留
学
し
て
き
て
 

い
た
学
生
さ
ん
で
、
現
在
で
は
早
や
有
名
教
授
で
あ
る
I
氏
に
も
大
学
 

の
校
庭
で
二
十
年
振
り
で
会
い
、
米
国
の
宗
教
の
様
子
に
つ
い
て
伺
っ
 

た
り
も
し
た
。

昨
夏
の
北
米
の
北
部
は一

九
三
四
年
以
来
の
寒
さ
で
、
北
米
の
南
部
 

は
や
は
り
一
九
三
四
年
以
来
の
暑
さ
と
か
で
、
北
部
で
の
大
会
で
は
素
 

晴
ら
し
い
避
暑
生
活
も
経
験
で
き
た
。


